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1. 2023年3月期第2四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第2四半期 1,459 △4.3 81 △36.3 83 △39.2 42 △49.8

2022年3月期第2四半期 1,524 5.2 127 231.1 136 266.1 84 ―

（注）包括利益 2023年3月期第2四半期　　△24百万円 （―％） 2022年3月期第2四半期　　84百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第2四半期 11.54 ―

2022年3月期第2四半期 22.99 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年3月期第2四半期 5,643 5,024 89.0

2022年3月期 5,915 5,214 88.1

（参考）自己資本 2023年3月期第2四半期 5,024百万円 2022年3月期 5,214百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 0.00 ― 45.00 45.00

2023年3月期 ― 0.00

2023年3月期（予想） ― 45.00 45.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,195 △0.3 320 4.9 345 8.0 217 △0.1 59.04

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注)詳細は、添付資料P．10「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の
会計処理の適用）をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期2Q 4,536,000 株 2022年3月期 4,536,000 株

② 期末自己株式数 2023年3月期2Q 859,612 株 2022年3月期 859,612 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期2Q 3,676,388 株 2022年3月期2Q 3,676,388 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料P．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する
説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症の対策が浸透したことなどにより、

経済活動の回復に向けた動きが見られましたが、原材料価格の高騰や急激な円安を主因として幅広い分野で値上げ

が進行しており、先行き不透明な状況で推移しております。

学習塾業界におきましては、少子化の影響で市場の停滞が続くなか、新しい仕組みづくりが求められておりま

す。

こうしたなか、当社グループにおきましては、主力である教育事業及びスポーツ事業において、顧客の信頼・信

用を得て、サービスを継続・発展させることに尽力しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高14億59百万円(前年同期比65百万円減)となりました。

利益面につきましては、営業利益81百万円(前年同期比46百万円減)、経常利益83百万円(前年同期比53百万円減)、

親会社株主に帰属する四半期純利益42百万円(前年同期比42百万円減)となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

(教育事業)

子会社である株式会社蛍雪ゼミナールと有限会社アクシスを含む当第２四半期連結累計期間の平均生徒数は

5,982名(前年同期比3.6%減)となり、売上高は11億42百万円(前年同期比38百万円減)、セグメント利益は１億５百万

円(前年同期比30百万円減)となりました。

(スポーツ事業)

当第２四半期連結累計期間の平均生徒数は4,485名(前年同期比17.7%減)となり、売上高は１億68百万円(前年同

期比40百万円減)、セグメント利益は５百万円(前年同期比２百万円減)となりました。

(飲食事業)

添加物・保存料を使用しない弁当の宅配事業を展開しており、当第２四半期連結累計期間の売上高は89百万円(前

年同期比４百万円減)、セグメント損失は20百万円(前年同期はセグメント損失17百万円)となりました。

(その他)

バスケット教室事業・農業事業・不動産事業等を行っており、当第２四半期連結累計期間の売上高は60百万円

(前年同期比19百万円増）、セグメント損失は８百万円(前年同期はセグメント利益１百万円)となりました。

（２）財政状態に関する説明

(流動資産)

当第２四半期連結会計期間末における流動資産合計は37億22百万円(前連結会計年度末比２億96百万円減)となり

ました。

これは主に、現金及び預金が３億86百万円減少したことによるものであります。

(固定資産)

当第２四半期連結会計期間末における固定資産合計は19億21百万円(前連結会計年度末比23百万円増)となりまし

た。

これは主に、投資その他の資産が17百万円増加したことによるものであります。

(流動負債)

当第２四半期連結会計期間末における流動負債合計は４億67百万円(前連結会計年度末比79百万円減)となりまし

た。

これは主に、未払法人税等が26百万円減少し、流動負債その他が34百万円減少したことによるものであります。

(固定負債)

当第２四半期連結会計期間末における固定負債合計は１億52百万円(前連結会計年度末比２百万円減)となりまし

た。

これは主に、退職給付に係る負債が２百万円減少したことによるものであります。

(純資産)

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は50億24百万円(前連結会計年度末比１億90百万円減)となりま

した。

これは主に、配当金の支払い等により利益剰余金が１億23百万円減少したことによるものであります。
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(キャッシュ・フローの状況の分析)

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前年同期末に比べ２億51

百万円減少し、26億55百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の減少は97百万円(前年同期は90百万円の増加)となりま

した。

これは主に、税金等調整前四半期純利益が82百万円(前年同期は税金等調整前四半期純利益１億37百万円)であっ

たこと、棚卸資産の増加が53百万円（前年同期は３百万円の増加）であったこと、及び法人税等の支払額が61百万

円(前年同期は11百万円)あったことによるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は１億14百万円(前年同期は３百万円の減少)とな

りました。これは主に、投資有価証券の取得による支出が１億円あったことによるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は１億76百万円(前年同期は78百万円の減少)とな

りました。

これは主に、短期借入金の減少が10百万円（前年同期は70百万円の増加）であったことと、配当金の支払額が１

億65百万円(前年同期は１億47百万円)あったことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第２四半期において、主力事業である教育事業の平均生徒数実績が、前期比224名減(3.6%減)、予想比152名減

(2.5%減)と予想を下回る水準で推移しております。スポーツ事業の平均生徒数実績も、前期比967名減(17.7%減)、

予想比121名減(2.6%減)と予想を下回っております。詳細については、2022年11月８日付で公表いたしました「業績

予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。

通期の連結業績予想につきましては、前回公表値と同額を予想しております。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,794,697 3,408,194

受取手形及び売掛金 12,663 32,813

商品及び製品 126,557 181,503

原材料及び貯蔵品 7,599 6,417

その他 76,954 93,300

流動資産合計 4,018,471 3,722,229

固定資産

有形固定資産 311,085 312,181

無形固定資産 20,373 26,127

投資その他の資産

投資有価証券 1,085,596 1,111,998

その他 480,173 470,897

投資その他の資産合計 1,565,769 1,582,895

固定資産合計 1,897,228 1,921,205

資産合計 5,915,700 5,643,434

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 32,630 25,497

短期借入金 150,000 140,000

未払法人税等 70,898 44,538

賞与引当金 41,563 39,793

その他 251,554 217,312

流動負債合計 546,646 467,142

固定負債

退職給付に係る負債 108,358 106,271

資産除去債務 16,719 17,428

その他 29,435 28,387

固定負債合計 154,513 152,087

負債合計 701,160 619,229
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 212,700 212,700

資本剰余金 29,700 29,700

利益剰余金 5,759,190 5,636,169

自己株式 △736,402 △736,402

株主資本合計 5,265,187 5,142,166

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △68,621 △137,358

為替換算調整勘定 17,973 19,396

その他の包括利益累計額合計 △50,648 △117,962

純資産合計 5,214,539 5,024,204

負債純資産合計 5,915,700 5,643,434
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

売上高 1,524,820 1,459,682

売上原価 1,012,809 992,763

売上総利益 512,010 466,919

販売費及び一般管理費 384,556 385,696

営業利益 127,454 81,222

営業外収益

受取利息 683 751

受取配当金 4,926 5,614

投資有価証券評価益 5,917 -

受取賃貸料 952 824

その他 1,632 968

営業外収益合計 14,112 8,158

営業外費用

支払利息 457 962

支払手数料 - 1,816

持分法による投資損失 3,428 482

投資有価証券評価損 - 2,872

その他 703 -

営業外費用合計 4,590 6,134

経常利益 136,976 83,246

特別利益

事業分離における移転利益 636 -

固定資産売却益 - 41

特別利益合計 636 41

特別損失

固定資産売却損 42 24

固定資産除却損 555 -

減損損失 - 352

特別損失合計 598 376

税金等調整前四半期純利益 137,014 82,911

法人税等 52,476 40,494

四半期純利益 84,537 42,416

親会社株主に帰属する四半期純利益 84,537 42,416
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

四半期純利益 84,537 42,416

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △496 △68,737

為替換算調整勘定 903 1,422

その他の包括利益合計 406 △67,314

四半期包括利益 84,943 △24,897

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 84,943 △24,897

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 137,014 82,911

減価償却費 17,671 16,971

減損損失 - 352

賞与引当金の増減額（△は減少） △5,670 △1,770

受取利息及び受取配当金 △5,609 △6,365

支払利息 457 962

投資有価証券評価損益（△は益） △5,917 2,872

持分法による投資損益（△は益） 3,428 482

固定資産売却損益（△は益） 42 △17

移転利益 △636 -

固定資産除却損 555 -

売上債権の増減額（△は増加） △20,381 △20,150

棚卸資産の増減額（△は増加） △3,556 △53,764

仕入債務の増減額（△は減少） 9,802 △7,133

前受金の増減額（△は減少） △35,858 △21,233

未払消費税等の増減額（△は減少） △177 △23,845

預り保証金の増減額（△は減少） △949 110

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 1,266 △2,087

その他の流動資産の増減額（△は増加） 15,058 △13,469

その他の流動負債の増減額（△は減少） △10,378 4,338

その他 60 65

小計 96,223 △40,770

利息及び配当金の受取額 5,612 6,365

利息の支払額 △484 △961

法人税等の支払額 △11,271 △61,690

営業活動によるキャッシュ・フロー 90,079 △97,056
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(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △79,900 △79,900

定期預金の払戻による収入 79,900 79,900

有形固定資産の取得による支出 △10,924 △8,727

有形固定資産の売却による収入 446 70

無形固定資産の取得による支出 - △6,700

投資有価証券の取得による支出 - △100,000

投資その他の資産の増減額（△は増加） 3,929 792

貸付けによる支出 - △3,800

貸付金の回収による収入 2,748 3,762

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,800 △114,602

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） 70,000 △10,000

配当金の支払額 △147,055 △165,437

その他 △1,728 △1,127

財務活動によるキャッシュ・フロー △78,783 △176,564

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,003 1,720

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 8,499 △386,503

現金及び現金同等物の期首残高 2,899,071 3,042,188

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,907,570 2,655,685
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益（損失）に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。

（会計方針の変更）

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日 至 2022年９月30日)

（会計方針の変更）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27―

２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適

用することとしております。これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

報告セグメント その他

(注)1

(千円)

合計

（千円）

調整額

(注)2

(千円)

四半期連結損益

計算書計上額

(注)3

(千円)

教育事業

(千円)

スポーツ事業

(千円)

飲食事業

(千円)

計

(千円)

売上高

外部顧客に
対する売上高

1,181,600 208,720 93,936 1,484,257 40,563 1,524,820 － 1,524,820

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

－ － － － 578 578 △578 －

計 1,181,600 208,720 93,936 1,484,257 41,141 1,525,398 △578 1,524,820

セグメント利益又
は損失（△)

135,554 7,880 △17,947 125,487 1,966 127,454 － 127,454

(注) １.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、バスケット教室事業・農業事

業・不動産事業等を含んでおります。

２．調整額はセグメント間取引の消去であります。

３．セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

報告セグメント その他

(注)1

(千円)

合計

（千円）

調整額

(注)2

(千円)

四半期連結損益

計算書計上額

(注)3

(千円)

教育事業

(千円)

スポーツ事業

(千円)

飲食事業

(千円)

計

(千円)

売上高

外部顧客に
対する売上高

1,142,784 168,146 89,267 1,400,197 59,484 1,459,682 － 1,459,682

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

－ － － － 929 929 △929 －

計 1,142,784 168,146 89,267 1,400,197 60,413 1,460,611 △929 1,459,682

セグメント利益又
は損失（△)

105,242 5,114 △20,607 89,749 △8,526 81,222 － 81,222

(注) １.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、バスケット教室事業・農業事

業・不動産事業等を含んでおります。

２．調整額はセグメント間取引の消去であります。

３．セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　「飲食事業」セグメントにおいて、固定資産の減損損失を計上しております。なお、当該減損損失の計上額は、当第

２四半期連結累計期間においては352千円であります。

　


